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はじめに

 ３年ほど前に阿南工業高等専門学校への赴任が決
まったとき、阿南については全く、また高等専門学
校（高専）についてもそれほど知識はもっていなか
った。したがって、年末にNHKで放映される高専
ロボコンは知っていても、高専がどのような学校か
を知らない人が多くても当然である。しかし、卒業
生、修了生を受け入れてもらう企業や大学の方々に
は、高専の現状をよく理解していただきたい。そこ
で本稿では、阿南高専の近況を例にして、高専の進
展ぶりを紹介させていただく。

高専のシステム

 高専は経済成長期を迎えた産業界の要望に応えて、
実践的な中堅技術者を短期間に養成する高等教育機
関として1962年に創設された。08年度時点で国立
55校、公立、私立各３校の計61校がある。各校は
１学科40人で４～５学科、学生数800～1,000人、
教職員数120～140人で、小さな学部程度の規模で
ある。大学と時を同じくして、04年度に55校が独
立行政法人国立高等専門学校機構として一つの法人
になり、財務会計の一元化や、教員の高専間人事交
流など、スケールメリットを活かした改革が進めら
れつつある。一方では運営費交付金の毎年１％削減
や５年間で５％の定員削減は、規模の小さい高専に

とって厳しい。
　高専教育の大きな特徴は、５年一貫教育で高校・
大学の７年分に相当する知識を学び（大学の教養課
程を省くことによる）、実験、実習、演習のウェー
トを増やしてものづくりの技術を身につけることに
ある。中学校を卒業したばかりの頭脳の柔軟な若者
が、早期から楔形に導入した専門や実技の教育を受
けるとともに、大学受験に煩わされることなく、学
業に専念できることが技術者育成に大いに役立って
いる。
　産業や技術の進展に伴い、高専は問題解決能力を
もつ創造性豊かな実践的技術者の養成へと目標を高
め、10年余り前には、本科５年卒業後さらに２年間、
より高度な知識、技術を学ぶ専攻科が設けられた。
修了生は大学院受験資格とともに、学位授与機構の
審査を経て学士の称号が得られる。
　卒業生への企業の評価は高く、本校における求人
倍率は07年度 21倍強、専攻科修了生では30倍を
超え、いわば金の卵である。卒業生の1/3（全国平
均は４割）が進学し、専攻科や国公立大の理工系学
部の３年生に編入学する。06年度に阪大工学部と
協力協定を結び、研究室での体験学習に参加してい
るので、今後阪大進学者の増加が期待される。専攻
科からの進学においても、本校から東大大学院へと
いう例があるように、難関校への進学か年々増加し
ている（08.9.1朝日新聞朝刊）。高専に関わるキャリ
アパスを図１に示した。バラエティーに富んだ進路
選択ができるところが大きな特長である。

ものづくりを意識した高専教育

　最近、工学系の学部や大学院から就職してくる学
生の基礎学力やものづくり技術の低下が著しく、そ
のための講座を設ける企業が少なくない（07.8.15
日経新聞朝刊）ようだが、 即戦力性の高い高専生
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＜図１ 高専と学校制度＞

にはその心配は少ない。実践的技術者育成を目指
す高専では実験、実習、演習が多く、問題解決能力
や創造性を養うために、課題解決型や創成型のもの
づくり教育が低学年から導入される。例えば機械工
学科３年生では、進路に様々な障碍を設けた道を自
由に進むロボットを、指定された範囲内の材料を用
いて自らのアイデアで設計し、設計図に基づいて実
習工場で部品を製作し、マイコンのプログラムを作
成して組み込んで自動制御ロボットを仕上げ、最後
に性能を競う。このようなミニコンテストはプログ
ラミングや構造デザイン部門でも盛んに行われてい
る。
　経済開発協力機構（OECD）の高等教育調査団が
06年にある高専を訪問し、「高専教育は素晴らしい。
大学や大学院教育は改革が遅い」と、高専教育を高
く評価した（06.6.5 朝日新聞夕刊）。これが文科省
に圧力になったのか、07年に中教審の大学短大等
分科会に高専専門委員会が設けられ、08年７月に
高専の充実が必要であるという答申案が出たので、
今後の展開が楽しみである。
　高専卒業生が企業から高い評価を受けているのは
専門知識、ものづくり力などであり（06年３月、調
査：みずほ情報総研）、08年に東京高専が専攻科修
了生について企業にアンケートした結果でも、専門
知識、勤勉さ、仕事ののみ込みの速さなど15項目
中14項目まで学部卒より優れており（阪大生と比
較すれば結果は異なるであろうが）、唯一劣るのは
英語力であった。本校では５，６年前からカリキュ
ラムや教育方法が大きく改善され、英語力は着実に
伸びている。専攻科の修了要件であるTOEIC 400

点を450点に引き上げるのが私の当面の目標で、ま
ず10年度入学者から430点とすることにした。400
点手前で足踏みしていた専攻科生が、修了が迫ると
500点近く取ることが珍しくない。大学生との英語
力の差の原因は、大学受験のような必死に勉強する
機会がないからであろうか。
　また、５年一貫教育によって専門性は高いものの、
学卒者に比べて一般教養が不足がちである。他の専
門分野にも視野を広め、文化や芸術、社会科学など
の縦書きの書物を読むことを、機会ある毎に学生に
強く勧めている。

生活指導と学寮

　高専生は学生と呼ばれるが、年齢的には15才か
ら22才まで混在しており、高校生並の生活指導が
欠かせず、挨拶や身だしなみの指導を行っている。
私が着任後、茶髪やピアスの学生が増え、新校長が
どういう方針か様子を見ながら手抜きが進んでいる
ように思えた。新入生は入学後暫く、50ｍ先から
でも大声で先輩や教員に挨拶するが、高学年になる
ほど声が出なくなる。学生や教員に挨拶の大切さを
説いて大きく改善され、来訪者が学生の挨拶を喜ぶ
ほどになった。秋には私自身が当番教員より早く校
門指導に毎朝立つことにした。10月の後期開始時
には全体集会を開き、校長と主事が全員の身だしな
みを点検し、違反者を前に呼び出して改善を命じた。
ここまでは認めないということが全学生、教員に伝
わり、非常によくなった。このやり方は今も続いて
いるが、校門指導は朝の挨拶と学生への声かけが主
な仕事となり、問題学生と仲良くなったりもする。
昨春からは週一回、寮の出入口にも立って朝の挨拶
をしている。
　低学年の学習や生活の指導には、07年度から学
修支援ミーティングを導入し、担任、副担任に専門
学科からのチューター教員を加えて学生と面談をし
て、科目履修や学校生活についてより緻密な助言を
している。
　寮における団体生活は、大事に育てられてきた若
者には貴重な体験である。寮は単なる下宿やアパー
トではなく、教育寮であり、同級生との相部屋で、
日課に従って規則正しい生活を送る。寮のさまざま
な規則を守れないと減点制度があり、退寮勧告につ
ながる一方、寮祭など楽しみも多い。企業の求人担
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当者は寮生活を高く評価し全寮制を勧めることも多
いが、かなり以前から通学希望者には入寮を強制し
ていない。新入生の入寮率は８割程度で、在校生の
ほぼ半分の約420名が寮生活を送っている。福利厚
生面では、寮の耐震化工事を進めている他、08年
度には寮の売店の移動、拡張によるコンビニ機能店
（Yショップ）の開店（高専では異例）、09年度か
ら寮全室へのエアコン導入の予定（現在は半分程度
に設置、全室導入は全国で数校のみ）などが特筆さ
れる。

志願者の確保に向けて

　15才人口の減少に伴い、全国的に志願者減の傾
向にある（中学卒業者数基準では微増）。阿南高専
の06年度入試の志願倍率は1.08倍に低下したが、
中学校が調整するため県内高校入試では普通の値で
ある。しかし、優秀な学生を得るためには高倍率が
望ましく、宣伝活動の強化によりその後２年間は
1.4倍程度を維持できた。09年度入試に向けて広報
活動に努めているが、地元紙に５段抜きのカラー刷
り広告を出したのは、国立高専では初めてではない
だろうか。
　高専には行きたいが15の春に学科を選ぶのは難
しいという声に応えて、08年度から希望学科再選
択制度を開始した。１年生の間は仮配属とし、混合
学級で１年間、各学科の基礎知識や実験を学び、２
年生進級時に希望学科を選択する制度である。希望
者が多い場合は成績で決めるが、学科定員に幅をも
たせるとともに、推薦入学者（各科定員の半分）に
は入学時の学科に残る優先権を与えた。入学生への
アンケートでは本制度は非常に好評である。

外部資金獲得による教育・研究や地域貢献の充実

　競争的資金や外部資金の獲得は、講義、実験等の
担当時間が多い上に、担任業務、クラブ活動の指導、
寮の宿日直などの負担が大きい高専教員には相当な
苦労が伴う。最近の主な事例を紹介する。
○教育課程早期からのキャリア教育推進プログラム
（文科省現代的教育ニーズ取組プログラム（現代GP）
採択事業）：低学年からの系統的な職業指導、企業
インターンシップを経て、自立的な職業選択、就職
活動に導くもので、06年度に採択された（補助金：
約３千万円／３年）。企業の人事経験者など２名の

特任教授を雇用して「キャリア支援室」を開設し、
教育プログラムの推進や教員のスキルアップに成果
を挙げている。
○ものづくりエリート技術者養成コーオプ教育プロ
ジェクト（文科省ものづくり技術者育成支援事業採
択事業）：春夏の長期休業を利用して３、４年生の
２年間連続して同一企業のものづくり現場で労働報
酬を受けながら就業し、熟練技術者の指導を受ける。
５年生では、企業と本校教員の協力のもと、卒業研
究期間に派遣先企業の技術的課題を解決し、問題解
決能力を養成する。企業と学校が連携するいわゆる
コーオプ教育で、07年度に採択（補助金：約2.5千
万円／３年）されて始まり、第一期生が 09年度に
卒業研究に入る。概略を図２に示した。本格的な試
みは高専初で、大学でも殆ど例がないので、是非成
功させたい。

○高専初の寄附講座の開設：07年４月に日亜化学
工業（株）のご厚意（寄付金：2.4億円／５年）で、
本校だけでなく地元産業界にも貢献できる分野であ
る材料工学に関する講座を開設した。トップレベル
の研究者２名を招聘し、最先端の研究を行うととも
に、材料工学の講義や地元企業との共同研究を進め
ている。この教員が高専で初めてJSTの育成研究に
採択された。また、本講座のことが日経ビジネス
（08.8.18）に取り上げられた。
○科学技術振興調整費による人材育成事業：本校は
地域連携･テクノセンターを中心に講習会、技術指導、
共同研究など、さまざまな形で地域振興に貢献して
いる。06、07年度には経産省の「高専を活用した
中小企業人材育成事業」に採択され、地元の若手技
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術者のスキルアップに成果を挙げた。07年度には、
「徳島県南におけるLED関連技術者養成拠点の形
成」というプロジェクトが科学技術振興調整費に採
択され、新製品開発や起業を目指す人材の育成を進
めている（補助金：約2.5億円/５年）。奈良高専と
ともに高専では初めての振興調整費獲得として注目
されている。

おわりに

　予算、定員とも削減が続き拡充は簡単ではないが、
高専は大きく変わりつつある。09年度には、４地

区で同一県内の２校が統合され、学科減、専攻科の
充実、特色あるセンターの設置などにより「スーパ
ー高専」が誕生する。他の高専もそれぞれ将来構想
を練っている。徳島県内には、阿南にあるLEDの
世界的メーカーである日亜化学工業、王子製紙をは
じめ、大塚製薬グループ、リチウム電池の三洋電機
など、化学関連企業が多いにも拘らず、本校には化
学や材料系の学科がない。材料工学の寄附講座の開
設は将来像を念頭に置いたもので、次の目標への出
発点としたい。
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